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違法な植民地支配だったのか？

【
は
じ
め
に
】

平
成
三
○
（
二
○
一
八
）
年
一
○
月
三
○
日
、
韓
国
大
法
院
（
最
高

裁
）
は
、
韓
国
人
四
人
が
日
本
企
業
を
相
手
に
起
こ
し
た
「
戦
時
徴
用

工
」
の
訴
訟
で
、
日
本
企
業
側
敗
訴
の
判
決
を
下
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
四
○
（
一
九
六
五
）
年
に
締
結
さ
れ
た
日
韓
基
本
条

約
、
及
び
日
韓
請
求
権
協
定
を
ま
っ
た
く
無
視
す
る
判
決
で
あ
っ
た
。

そ
の
判
決
文
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
一
文
が
あ
っ
た
。

「
原
告
は
未
払
い
賃
金
の
支
払
い
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
日

本
の
違
法
な
植
民
地
支
配
、
日
本
企
業
の
反
人
道
的
不
法
行
為
を
前
提

に
し
た
慰
謝
料
を
請
求
し
て
い
る
の
だ
」
（
朝
日
新
聞
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
＋
よ
り
）

明
治
四
三
（
一
九
一
○
）
年
の
「
韓
国
併
合
」
を
「
違
法
な
植
民
地

支
配
」
と
は
、
お
か
し
な
話
で
あ
る
。
右
の
写
真
を
見
れ
ば
、
一
目
で

理
解
で
き
る
よ
う
に
、
日
本
は
当
時
の
韓
国
（
朝
鮮
半
島
）
に
対
し
、

莫
大
な
投
資
、
民
生
の
安
定
化
策
、
近
代
化
の
推
進
を
行
な
っ
て
い
た

の
で
あ
り
、
収
奪
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
こ
れ
を
「
違
法
な
植
民
地
支
配
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
？

日
本
に
よ
る
「
韓
国
併
合
」
を
、
「
違
法
な
植
民
地
支
配
」
や
「
侵

略
」
だ
と
い
う
考
え
方
は
、
あ
く
ま
で
韓
国
側
の
主
張
に
過
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
七
（
一
九
三
二
）
年
、
大
手
新
聞
各
社
の
誤
報

騒
動
に
始
ま
る
「
歴
史
教
科
書
検
定
問
題
」
で
、
時
の
鈴
木
善
幸
内
閣

が
「
近
隣
諸
国
条
項
」
を
決
定
し
た
た
め
、
我
が
国
の
歴
史
教
科
書
の

記
述
は
、
中
国
・
韓
国
側
の
主
張
に
、
一
定
の
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
そ
う
し
た
配
慮
は
あ
く
ま
で
も
歴
史
の
事
実
に
即
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
三
六
年
の
歳
月
が
流
れ
、
中
学
歴
史
教
科
書
の
記
述
は
、

現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

以
下
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
、
自
由
社
の
順
に
引
用

す
る
。

【
東
京
書
籍
】

［
韓
国
の
植
民
地
化
］
本
文
一
八
〇
頁

《
日
露
戦
争
の
最
中
か
ら
、
韓
国
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
化
の
圧
力

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
は
、
一
九
○
五
（
明
治
三
八
）
年
に

韓
国
の
外
交
権
を
う
ば
っ
て
保
護
国
に
し
、
韓
国
統
監
府
を
置
き
ま
し

た
。
…
》

《
一
九
一
○
年
、
日
本
は
韓
国
を
併
合
し
ま
し
た
（
韓
国
併
合
）
。
…
ま

た
、
強
い
権
限
を
持
つ
朝
鮮
総
督
府
を
設
置
し
て
、
武
力
で
民
衆
の
抵

抗
を
お
さ
え
、
植
民
地
支
配
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
学
校
で
は
朝
鮮
の

文
化
や
歴
史
を
教
え
る
こ
と
を
厳
し
く
制
限
し
、
日
本
史
や
日
本
語
を

教
え
、
日
本
人
に
同
化
さ
せ
る
教
育
を
行
い
ま
し
た
。
植
民
地
支
配
は
、

一
九
四
五
（
昭
和
二
○
）
年
の
日
本
の
敗
戦
ま
で
続
き
ま
し
た
。
》

【
教
育
出
版
】

［
朝
鮮
の
三
・
一
独
立
運
動
］
本
文
二
○
二
頁

《
第
一
次
大
戦
が
終
わ
る
と
、
日
本
の
植
民
地
と
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
で

は
、
独
立
へ
の
希
望
が
高
ま
り
ま
し
た
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
三

月
一
日
、
京
城
（
現
在
の
ソ
ウ
ル
）
で
朝
鮮
の
独
立
が
宣
言
さ
れ
、

人
々
が
「
独
立
万
歳
」
を
叫
ん
で
行
進
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
独
立

を
求
め
る
運
動
が
朝
鮮
全
土
に
広
が
り
ま
し
た
。
朝
鮮
総
督
府
が
、
軍

隊
や
警
察
の
力
で
こ
れ
を
お
さ
え
つ
け
る
と
、
運
動
は
激
し
く
な
り
、

人
々
は
役
所
を
襲
撃
し
た
り
、
軍
隊
や
警
察
と
衝
突
し
た
り
し
ま
し
た
。

多
く
の
死
者
を
出
し
な
が
ら
も
、
独
立
運
動
は
5
月
ま
で
続
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
三
・
一
独
立
運
動
と
い
い
ま
す
。
…
》

《
（
欄
外
）
日
本
は
、
韓
国
を
併
合
し
た
一
九
一
○
年
に
、
漢
城
を
京
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城
と
改
称
し
ま
し
た
。
》

【
帝
国
書
院
】

［
韓
国
併
合
と
植
民
地
・
「
満
州
」
で
の
政
策
］
本
文
一
八
二
頁

《
一
九
○
五
（
明
治
三
八
）
年
、
〕
日
本
は
韓
国
を
保
護
国
と
し
て
外
交
権
を
日

本
の
支
配
下
に
お
き
、
伊
藤
博
文
を
韓
国
統
監
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。
の
ち
に

は
内
政
も
支
配
し
、
韓
国
の
軍
隊
・
警
察
を
解
散
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
韓
国

で
は
、
兵
士
ら
に
よ
る
激
し
い
抵
抗
が
各
地
に
広
が
り
、
一
九
○
九
年
に
は
伊
藤

が
暗
殺
さ
れ
る
事
件
も
起
こ
り
ま
し
た
。
翌
一
○
年
、
日
本
は
韓
国
を
併
合
し
、

植
民
地
と
し
ま
し
た
（
韓
国
併
合
）
。
…
朝
鮮
で
は
、
近
代
化
が
進
め
ら
れ
鉄
道

な
ど
が
整
備
さ
れ
る
一
方
、
学
校
で
日
本
語
や
日
本
の
歴
史
・
地
理
が
教
え
ら

れ
、
朝
鮮
の
文
化
や
歴
史
を
教
え
る
機
会
は
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。
…
》

【
自
由
社
】

［
韓
国
併
合
］
本
文
一
九
八
頁

《
日
本
政
府
は
、
日
本
の
安
全
と
満
州
の
権
益
を
防
衛
す
る
た
め
、
韓
国
の
安
定

が
必
要
だ
と
考
え
た
。
日
露
戦
争
後
、
日
本
は
韓
国
統
監
府
を
置
い
て
保
護
国
と

し
、
近
代
化
を
進
め
た
。
日
本
の
方
針
に
反
発
し
た
韓
国
皇
帝
は
、
ハ
ー
グ
事
件

を
お
こ
し
た
。
欧
米
列
強
は
、
ロ
シ
ア
の
北
満
州
・
蒙
古
、
英
領
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
、
自
国
の
植
民
地
支
配
を
日
本
が
承
認
す
る
の
と
引
き
か
え
に
、
日
本
に
よ
る

韓
国
の
保
護
国
化
を
承
認
し
た
。

一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
、
日
本
は
武
力

を
背
景
に
韓
国
内
の
反
対
を
お
さ
え
て
、
併
合

を
断
行
し
た
（
韓
国
併
合
）
。

併
合
後
に
お
か
れ
た
朝
鮮
総
督
府
は
、
植

民
地
の
政
策
の
一
環
と
し
て
、
朝
鮮
の
鉄
道
・

灌
漑
施
設
を
つ
く
る
な
ど
の
開
発
を
行
い
、

土
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校

も
開
設
し
、
日
本
語
教
育
と
と
も
に
、
ハ
ン

グ
ル
文
字
を
導
入
し
た
教
育
を
行
っ
た
。
》

以
上
、
引
用
終
わ
り
。

東
京
書
籍
で
は
、
日
本
が
武
力
に
よ
っ
て
、

強
硬
な
手
段
で
韓
国
を
征
服
し
、
韓
国
民
に

苦
痛
を
与
え
、
「
植
民
地
支
配
」
を
推
し
進

め
た
か
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
出
版
で
は
、
本
文
で
は
な
く

欄
外
に
「
韓
国
併
合
」
を
記
述
す
る
な
ど
、

「
植
民
地
支
配
」
を
あ
え
て
強
調
し
、
そ
れ
に
対
す
る
庶
民
の
抵
抗
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

し
か
し
日
本
は
、
朝
鮮
総
督
府
に
対
し
、
当
時
の
価
格
で
毎
年
一
千
万
円
以
上

の
補
助
金
を
拠
出
す
る
一
方
、
学
校
で
は
、
ハ
ン
グ
ル
と
日
本
語
の
両
方
を
教
え

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
側
の
努
力
が
、
果
た
し
て
当
時
の
韓
国
人
に

苦
痛
を
与
え
た
の
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
が
残
る
。
と
同
時
に
、
「
併
合
」
を
歓

迎
し
た
多
く
の
韓
国
人
が
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？

ち
な
み
に
、
日
本
が
同
時
代
に
「
併
合
」
し
た
台
湾
か
ら
は
、
「
植
民
地
支
配
」

と
か
、
「
侵
略
」
と
か
い
っ
た
声
は
、
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
て
来
た
こ
と
が
な
い
。

東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
及
び
帝
国
書
院
に
共
通
し
て
言
え
る
問
題
は
、
「
韓

国
併
合
」
が
、
あ
く
ま
で
韓
国
（
朝
鮮
）
側
の
主
張
に
配
慮
し
た
か
た
ち
で
記
述

さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

一
方
、
自
由
社
で
は
、
韓
国
を
併
合
し
た
理
由
が
、
日
本
の
安
全
保
障
と
満
州

の
権
益
の
防
衛
に
あ
っ
た
と
し
て
お
り
、
単
な
る
「
植
民
地
支
配
」
が
目
的
だ
っ

た
の
で
は
な
い
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

自
由
社
以
外
の
大
手
三
社
の
教
科
書
は
、
先
の
韓
国
に
お
け
る
「
戦
時
徴
用

工
」
訴
訟
の
判
決
文
と
同
じ
目
線
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

平
成
二
五
（
二
○
一
三
）
年
、
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
「
近
隣
諸
国
条
項
」
を

「
そ
の
歴
史
的
役
割
を
終
え
た
」
と
し
て
見
直
し
を
行
な
う
決
定
を
下
し
た
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
未
だ
に
中
学
歴
史
教
科
書
の
大
半
が
こ
れ
を
引
き
ず
っ
て

い
る
こ
と
は
、
残
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

日
本
が
韓
国
を
統
治
し
た
時
代
の
事
実
を
伝
え
ず
、
韓
国
側
の
主
張
を
教
科
書

に
記
述
し
て
、
日
本
の
子
供
に
一
体
何
を
刷
り
込
む
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
か
？

以
上

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」

千
葉
県
内
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
採
択
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

教
育
出
版
（
船
橋
、
習
志
野
、
八
千
代
、
香
取
、
神
崎
、
多
古
、
東
庄
）

帝
国
書
院
（
市
川
、
浦
安
）

東
京
書
籍
（
右
を
除
く
市
町
村
）

私
共
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な

さ
れ
、
子
供
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

私
共
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
内
の
中
学
生
の
子
供
を
持
つ
父
兄
、
並
び
に
教

育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
こ
の
「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不

定
期
に
発
行
し
、
現
在
千
葉
県
内
で
採
択
さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科

書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

（
会
員
一
同
）
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